
第
十
二
士
　
　
研
究
の
栞
　
　
録
本
古
建
築
藩
究
の
葉
（
三
十
）

第
　
　
號
　
　
五
四
　
（
　
一
二
四
）

闘
究
．
の
柔

臼
一
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
第
三
十
囲
）

天

沼

俊

一

　
　
　
第
三
十
四
　
　
窓
（
上
の
中
）

　
う
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
室
町
時
代

の
連
子
も
別
に
大
し
て
墾
り
は
碧
く
、
四
角
な
棒
に
過
ぎ

ぬ
の
で
あ
る
が
、
其
用
ひ
場
所
が
大
分
郡
張
さ
れ
て
き
た

標
で
あ
る
Q
帥
ち
從
來
は
大
概
建
築
物
の
窓
に
点
け
用
ひ

た
の
で
、
夫
れ
を
腰
貫
以
下
に
用
ひ
淀
八
坂
神
証
櫻
門
の

如
き
は
遣
れ
の
方
で
あ
っ
た
。
窓
こ
い
へ
ば
、
す
つ
ご
下

の
方
に
つ
け
る
風
窓
等
も
暑
中
に
入
る
が
、
先
づ
常
識
で

い
へ
ば
、
建
物
の
軸
部
の
適
當
な
高
さ
の
所
に
つ
け
る
の

が
並
日
通
で
あ
る
。

　
然
る
に
室
町
時
代
に
な
る
ご
、
大
分
に
高
い
所
へ
用
ふ

る
様
に
な
っ
て
き
た
。
か
う
な
る
ご
外
か
ら
探
光
す
る
の

・
が
主
で
、
内
か
ら
覗
く
事
な
ざ
は
到
底
で
き
な
い
。
こ
れ

は
高
い
所
か
ら
光
線
を
入
れ
て
充
分
其
盛
事
を
大
な
ら
し

め
る
の
ご
、
天
弁
の
あ
た
り
を
明
る
く
す
る
の
を
兼
ね
し

め
た
の
で
あ
ら
う
。

　
備
中
一
の
宮
な
る
吉
備
津
彦
棘
肚
の
拝
殿
は
、
三
間
四

面
重
履
切
妻
造
檜
皮
葺
の
建
物
で
あ
る
が
、
下
暦
の
方
は

廟
に
な
っ
て
み
て
本
琵
葺
で
あ
る
。
上
暦
ご
下
学
こ
の
間

に
は
雀
よ
け
の
金
網
が
臨
時
に
入
れ
て
あ
り
、
頭
貫
ご
飛



貫
間
に
は
蓮
子
窓
が
あ
る
。
だ
か
ら
其
邊
か
ら
充
分
に
光

線
が
入
っ
て
き
て
1
勿
論
そ
こ
か
ら
の
み
で
は
な
く
、

切
妻
の
三
角
形
の
所
か
ら
も
澤
山
に
入
っ
て
く
る
が
1

天
井
廻
り
は
大
攣
に
明
る
い
、
從
て
内
部
は
晴
れ
や
か
で

よ
ろ
し
い
（
第
二
五
六
圓
）
。

　
大
和
國
生
駒
郡
伏
見
村
の
喜
光
寺
命
堂
は
、
手
間
四
面

重
履
四
注
、
邸
ち
二
重
の
佛
殿
で
あ
る
が
、
異
れ
は
外
槻

丈
け
の
事
で
》
内
部
へ
入
る
ビ
甲
信
ご
同
じ
楼
に
上
層
迄

突
き
抜
け
て
み
て
、
大
墾
に
天
井
が
高
い
。
故
に
天
井
の

あ
た
り
は
、
普
通
な
ら
正
面
三
つ
の
大
き
な
出
ズ
ロ
を
閉

め
て
あ
れ
ば
大
分
に
、
暗
い
筈
で
あ
る
の
に
、
此
の
場
合
は

正
背
面
に
於
い
て
は
、
問
斗
束
を
挾
ん
で
料
撲
聞
一
ぱ
い

に
（
第
二
五
二
、
第
二
五
七
圃
）
、
爾
側
面
で
は
中
央
の
料
馨
挾
み
、
其
爾

方
の
聞
斗
束
、
の
間
に
、
高
さ
は
何
れ
も
頭
貫
ご
最
下
段
の

通
肘
杏
の
間
蓮
子
窓
を
設
け
て
あ
る
（
第
二
五
八
、
第
二
五
九
瞬
）
。
こ

れ
も
亦
内
部
に
採
光
す
る
上
に
非
常
な
数
果
が
あ
る
Q
外

か
ら
導
け
見
た
の
で
は
よ
く
羽
ら
な
い
が
、
第
二
五
九
圖

　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
三
十
）

の
標
に
内
か
ら
み
る
ご
、
そ
の
小
さ
い
高
い
窓
か
ら
、
こ

の
爲
眞
を
撮
っ
た
時
は
初
夏
の
日
没
後
聞
も
な
く
で
は
あ

る
が
、
、
光
線
が
非
常
に
き
い
て
み
る
こ
ご
が
わ
か
る
で
あ

ら
ア
ブ
Q

　
外
國
の
ゴ
シ
ッ
ク
式
の
耶
蘇
會
堂
に
は
、
ク
ソ
ー
ア
ス

ト
ー
ソ
ー
（
Ω
Φ
鴛
馨
○
蔓
）
こ
い
ふ
の
が
用
ひ
て
あ
る
。
夫
れ

は
大
き
な
カ
シ
ー
ド
ラ
ル
級
の
建
物
に
な
っ
て
く
る
ご
、

随
分
天
井
が
高
い
の
で
、
上
の
方
に
窓
で
も
こ
ら
な
け
れ

ば
、
上
の
方
は
年
中
疇
く
て
美
事
な
早
馬
も
何
も
見
え
な

い
。
そ
こ
で
ネ
ー
ブ
（
客
ρ
〈
㊦
）
ε
ア
イ
ル
（
》
匹
①
）
ビ
の
高

さ
の
差
の
所
に
、
即
ち
丁
度
ア
イ
ル
の
屋
根
の
上
の
所
に

大
き
な
窓
を
ご
り
、
こ
、
か
ら
採
光
を
す
る
。
こ
、
か
ら

入
る
光
り
は
、
窓
が
高
い
か
ら
よ
く
き
い
て
内
部
は
大
墾

に
明
る
く
な
る
。
こ
の
高
い
こ
こ
ろ
の
窓
が
帥
ち
「
明
暦
…
」

（
Ω
①
9
湊
ε
憂
）
　
で
あ
る
O

　
里
馬
ほ
随
分
古
く
か
ら
あ
る
。
大
き
な
面
積
の
建
物
に

な
っ
て
く
る
ご
、
内
部
が
階
い
か
ら
、
ざ
う
か
し
て
明
る

　
　
　
　
　
　
策
二
號
　
　
五
五
　
（
　
ご
｝
五
）



　
　
　
第
十
四
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
二
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
三
幸
）

く
し
や
う
ε
思
っ
て
い
ろ
く
考
案
を
し
た
に
ち
が
ひ
な

い
。
だ
か
ら
古
代
の
人
で
も
考
へ
だ
し
た
の
で
、
埃
及
の

カ
ー
ナ
ッ
ク
（
囚
9
諺
重
く
）
に
於
け
る
ア
モ
ン
の
姥
堂
（
（
影
。
葬

日
Φ
ヨ
覧
①
鼠
》
壼
虫
。
¢
）
に
あ
る
の
が
、
先
づ
古
い
方
で
｝

番
で
あ
ら
う
Q
夫
れ
か
ら
早
期
耶
蘇
毅
建
築
の
所
謂
バ
シ

リ
カ
會
堂
（
切
蓋
膏
磐
Ω
崔
益
μ
）
に
で
た
り
な
ざ
し
て
、
途

に
ゴ
シ
ッ
ク
の
大
患
堂
に
於
い
て
、
極
端
の
大
愚
達
を
こ

げ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
ん
な
風
で
叢
濃
の
建
物
に
は
珍
ら

し
く
も
何
こ
も
な
い
の
み
な
ら
す
、
寧
ろ
あ
る
方
が
普
通

で
あ
る
が
、
我
國
の
に
は
珍
ら
し
い
方
で
、
漸
く
こ
れ
等

の
建
物
に
現
は
れ
て
る
る
位
の
も
の
で
、
さ
う
澤
山
は
な

い
標
で
あ
る
。

　
与
島
縣
豊
田
郡
瀬
戸
田
町
に
向
上
寺
ご
い
ふ
寺
が
あ
っ

て
、
三
重
搭
二
基
が
特
建
に
な
っ
て
み
る
。
昨
年
の
帝
展

に
潮
音
山
春
色
ご
題
し
、
山
田
義
雄
氏
筆
の
、
忠
實
過
る

位
忠
實
に
寓
生
し
た
絡
を
み
た
諸
笥
子
は
、
或
は
記
憶
し

て
ゐ
ら
る
、
か
も
知
れ
澱
が
、
こ
、
に
記
さ
う
ε
思
ふ
の

　
　
　
　
　
　
僧
単
二
酷
號
　
　
　
五
山
ハ
　
（
　
二
…
山
ハ
）

は
、
其
第
二
層
及
び
第
三
居
の
窓
に
つ
い
て
“
あ
る
。

　
此
塔
は
永
享
十
四
年
建
立
ご
あ
る
、
だ
か
ら
確
に
室
町

時
代
の
も
の
で
あ
る
。
珍
ら
し
く
麿
標
で
あ
る
が
、
安
樂

寺
塔
婆
（
長
野
才
物
縣
郡
刷
飯
村
）
程
色
彩
は
濃
肇
は
？
、
蛇
腹
支

輪
や
菱
支
輪
が
用
ひ
て
あ
っ
だ
り
、
蓮
子
窓
が
あ
っ
た
り

す
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
初
重
脇
の
間
に
は
連
子
入
花
頭

窓
が
あ
る
し
、
二
重
三
重
の
中
の
問
に
は
、
出
入
こ
そ
で

き
澱
が
、
花
頭
型
の
出
入
口
が
つ
け
て
あ
b
、
其
物
の
聞

に
は
連
子
が
入
れ
て
あ
る
。
今
述
べ
や
う
こ
す
る
の
は
こ

れ
に
就
て
“
あ
る
。

　
或
は
當
初
は
こ
の
脇
の
間
の
連
子
窓
は
、
現
在
の
様
で

は
な
か
っ
た
か
も
知
れ
澱
が
、
今
は
第
二
六
〇
圖
で
み
る

機
に
上
下
に
権
が
あ
っ
て
、
儲
れ
が
柱
へ
尾
入
に
な
り
、

左
右
の
枢
を
訣
き
（
連
子
子
は
柱
聞
一
ぱ
い
に
入
れ
て
あ

る
。
併
し
な
が
ら
柱
や
貫
等
に
比
べ
る
ご
、
枢
や
子
は
新

し
い
様
で
あ
る
か
ら
、
後
に
か
う
し
た
の
で
は
な
い
か
ご

も
思
へ
る
が
、
夫
れ
に
し
て
も
か
う
し
た
こ
き
、
前
例
を
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建
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第
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二

A
ニ
同
上
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一
四
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二
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號
　
　
　
山
ハ
・
七
　
（
　
ニ
ニ
・
七
）
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第
十
四
巻
　
　
　
研
究
の
栞
　
　
口
本
古
建
築
研
究
の
栞
《
一
二
十
）

踏
襲
し
た
こ
も
考
へ
ら
れ
る
。
伺
ほ
葉
隠
第
二
五
一
圖
に

金
剛
寺
鐘
楼
の
連
子
を
掲
げ
た
が
、
恰
も
あ
れ
の
襟
に
、

こ
れ
も
堰
塞
頭
ご
連
子
ビ
併
用
の
例
こ
し
て
よ
ろ
し
か
ら

う
ご
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

　
室
町
に
は
花
魁
窓
の
挾
間
飾
ご
し
て
連
子
を
用
ひ
た
の

が
あ
る
の
は
、
既
に
こ
、
に
述
べ
た
此
塔
の
初
重
の
窓
に

於
い
て
み
る
こ
こ
ろ
で
あ
る
が
、
立
襟
な
の
は
こ
、
に
含

ま
し
て
な
い
。
花
頭
窓
の
内
に
連
子
子
を
並
べ
た
の
は
、

も
う
少
し
先
き
に
記
す
こ
ご
に
す
る
。

　
時
に
は
軸
部
の
柱
間
の
自
行
の
所
へ
横
連
子
の
窓
を
用

ひ
た
の
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
連
子
の
問
は
あ
い
て
は
み

る
が
、
殆
ん
こ
こ
、
か
ら
來
る
光
り
は
何
に
も
な
っ
て
ゐ

ぬ
の
で
あ
る
。
其
例
こ
し
て
上
醍
醐
清
瀧
堂
拝
殿
正
面
の

を
墨
げ
る
事
が
で
き
る
。
其
全
形
は
第
二
六
三
圖
の
様
な

も
の
で
、
横
に
三
つ
つ
な
が
っ
て
み
る
ざ
思
へ
ば
よ
ろ
し

い
。
連
子
及
び
枢
の
詳
細
は
第
二
五
二
圖
㊨
に
だ
し
て
お

い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
七
〇
　
（
ご
三
〇
）

　
法
隆
寺
東
院
歩
廊
は
室
町
時
代
の
も
の
ざ
い
ふ
こ
ご
に

な
っ
て
み
る
。
其
連
子
窓
は
第
二
三
四
圖
⑯
及
び
第
二
五

二
圖
＠
に
一
部
分
を
か
い
て
お
い
た
が
、
贈
れ
等
に
記
入

し
て
あ
る
寸
尺
は
何
れ
も
皆
異
な
っ
て
み
る
。
各
窓
e
は

勿
論
、
　
一
つ
窓
で
も
上
下
左
右
で
寸
法
が
同
じ
で
な
い
〇

　
一
雛
同
じ
に
見
え
て
も
、
調
べ
て
み
る
ご
一
つ
ご
し
て
同

－
じ
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
こ
い
ふ
一
例
に
出
し
π
の
で
あ

る
。
連
子
の
間
隔
は
割
合
に
大
き
い
。

　
金
峰
山
寺
本
堂
ご
い
っ
て
は
通
じ
な
く
こ
も
、
吉
野
の

藏
王
堂
こ
い
へ
ば
誰
人
に
も
直
に
割
る
で
あ
ら
う
が
、
あ

の
上
暦
正
面
爾
隅
の
間
に
は
、
そ
れ
こ
そ
他
に
類
例
の
な

い
（
？
）
珍
連
子
が
入
れ
て
あ
る
。
こ
の
部
分
は
全
膿
板
壁

で
縦
板
が
張
っ
て
あ
る
が
、
響
板
の
中
央
よ
り
は
上
の
方

適
薬
な
婚
資
に
、
枢
も
何
も
な
く
、
た
い
其
黒
板
に
連
綾

し
た
「
や
ま
が
た
」
が
刻
み
つ
け
て
あ
る
。
當
初
は
こ
う
で

あ
っ
た
か
知
ら
ぬ
が
、
現
在
は
一
面
に
胡
粉
で
塗
り
つ
ぶ

し
て
あ
る
。
だ
か
ら
そ
ば
へ
よ
っ
て
も
、
う
つ
か
う
し
て



み
れ
ば
氣
が
つ
か
た
、
い
位
で
あ
る
。
況
や
あ
の
大
き
な
建

物
に
於
い
て
、
上
履
に
は
橡
も
応
召
…
欄
も
あ
り
肇
、
下
か

ら
見
た
の
で
は
、
遠
眼
鏡
で
覗
か
訟
以
上
、
如
何
に
親
力

の
強
い
人
で
も
、
到
底
見
出
す
事
は
で
き
ま
い
ざ
思
は
れ

る
の
で
あ
る
、
而
も
夫
れ
が
盲
連
子
で
あ
る
の
だ
か
ら
、

全
く
以
て
何
の
だ
め
に
つ
け
た
の
か
了
解
に
苦
む
次
第
で

あ
る
。
こ
れ
が
私
の
今
迄
み
だ
う
ち
の
最
珍
の
も
の
で
あ

る
。
つ
ま
ら
ぬ
所
に
つ
ま
ら
工
事
を
し
た
も
の
だ
ご
思
ふ

よ
り
他
に
仕
方
が
な
い
襟
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
常
代
の
は

　
揚
れ
に
軸
部
の
下
方
に
用
ひ
だ
の
も
あ
る
（
入
阪
榊
駈
縷
門
）
が
、

　
普
通
は
窓
の
位
畳
に
あ
り
、
時
に
は
明
履
に
用
ひ
ら
れ

（吉

�
ﾃ
二
重
敢
拝
殿
・
憲
光
寺
本
堂
）
た
う
し
た
。
連
子
に
は
間
隔
の
割
倉

贋
い
も
の
（
法
隆
寺
東
院
歩
廊
）
黒
い
の
ε
あ
り
。
又
盲
連
子
も

・
あ
っ
た
。
権
は
飛
鳥
系
統
の
四
角
な
も
の
（
罐
三
論

魎）

焉
A
幣
軸
も
同
じ
讐
唐
戸
面
を
ご
つ
た
の
も
あ
っ

元
が
、
稀
れ
蔽
全
垂
の
な
い
（
蕪
聾
の
も
あ
っ

　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
鷺
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
三
十
）

　
た
。
佛
壇
や
天
井
廻
橡
の
下
に
盲
連
子
を
入
れ
た
例
は

　
万
事
に
多
い
が
、
何
れ
も
前
代
の
綴
承
で
あ
る
。

こ
い
ふ
事
に
な
ら
う
、
落
ち
が
あ
っ
た
ら
後
に
加
へ
る
こ

ご
に
す
る
、
次
の

　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
桃
山
時
代

の
も
の
で
は
、
先
づ
第
】
に
建
物
の
内
部
上
方
に
、
盲
縦

連
子
を
入
れ
た
例
を
圖
示
す
る
。
第
二
六
一
圖
で
み
る
蓮

り
、
長
押
上
頭
貫
上
の
柱
聞
毎
に
、
鎌
倉
室
町
式
に
連
子

が
あ
る
。
こ
の
本
堂
は
鎌
倉
時
代
に
で
き
だ
も
の
だ
が
、

今
の
は
桃
山
に
大
分
手
入
が
し
て
あ
る
。
こ
の
連
子
は
古

い
の
か
も
知
れ
鍛
が
、
ざ
う
も
桃
山
で
は
な
い
か
ご
思
は

れ
る
の
で
、
こ
、
に
記
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
罰
血
一
ご
圖
⑤
・
第
二
山
口
ニ
圖
は
、
近
江
阪
本
鎭
座
官

幣
大
就
日
吉
淋
魔
概
測
索
山
姫
紳
肚
本
殿
裏
二
連
連
子
窓

．
で
あ
る
。
子
ご
子
こ
の
間
は
轟
く
僅
か
あ
い
て
み
る
丈
け

だ
か
ら
、
そ
こ
か
ら
少
し
許
り
光
線
が
入
る
筈
で
あ
る
。

さ
う
し
て
枢
に
は
要
所
に
飾
金
具
を
打
つ
け
て
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
錆
二
號
　
　
七
一
　
（
　
二
三
一
）



牽
十
四
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
9
本
古
建
築
研
璽
ゆ
業
（
三
十
）

全
禮
こ
し
て
も
木
罰
は
割
合
に
太
く
、
ご
う
も
大
し
て
洗

練
さ
れ
た
形
で
は
な
い
や
う
で
あ
る
。
こ
の
建
物
は
天
正

十
四
年
。

　
第
二
五
一
ご
圖
◎
・
鱗
怨
工
公
二
圖
は
、
醍
醐
寺
三
轡
以
院
表

書
院
泉
殿
の
自
差
に
つ
い
て
み
る
も
の
で
、
前
の
に
比
べ

る
ε
大
分
に
き
ゃ
し
ゃ
に
な
っ
て
み
て
、
　
丁
度
上
醍
醐
清

瀧
堂
拝
殿
の
三
連
連
子
窓
の
式
（
縣
リ
商
塒
置
）
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の

手
の
を
醍
醐
式
連
連
子
窓
こ
い
ふ
な
ら
ば
、
前
者
は
日
吉

式
こ
い
へ
る
の
で
、
日
吉
紳
灘
に
は
本
殿
に
も
他
の
擾
魁

に
も
、
総
て
こ
の
式
の
が
つ
い
て
み
る
〇
三
軸
院
殿
堂
は

慶
長
三
年
だ
か
ら
、
其
聞
に
き
ゃ
し
ゃ
に
な
っ
た
の
で
は

な
．
い
。
種
類
が
異
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
六
四
圖
は
激
王
護
國
寺
金
堂
の
連
子
窓
を
、
少
し

無
理
を
し
て
長
押
の
上
に
寓
眞
機
を
の
せ
て
寓
し
た
も
の

で
あ
る
。
だ
か
ら
長
押
の
内
に
入
っ
て
み
る
が
ら
く
た
が

穿
つ
た
の
は
少
々
ま
つ
い
が
、
連
子
窓
の
権
の
面
の
工
合

も
同
時
に
よ
く
剣
る
で
あ
ら
う
。
鞭
ち
こ
の
時
代
位
に
な

第
瓢
號
　
　
七
二
　
（
　
一
国
ニ
ニ
）

つ
て
く
る
ご
、
内
こ
れ
も
亦
幣
軸
ご
同
じ
標
に
面
が
角
張
っ

て
く
る
こ
ご
が
、
直
に
頷
か
れ
る
で
あ
ら
う
。
さ
う
し
て

こ
の
場
合
は
、
糎
を
赤
、
面
を
黄
、
連
子
子
を
緑
で
塗
っ

て
あ
る
か
ら
、
測
り
う
る
さ
い
戚
が
あ
る
。

　
以
上
で
先
づ
一
通
り
つ
く
し
て
み
る
ご
思
ふ
が
、
當
代

の
も
の
で
橡
下
に
連
子
窓
を
用
ひ
穴
の
が
、
茨
城
懸
鹿
嶋

郡
鹿
嶋
桜
煮
幣
大
魁
鹿
嶋
淋
病
璽
耽
奥
宮
（
慶
長
九
年
）
に
あ
・
。

既
に
記
し
た
通
り
（
醗
梅
葎
頁
）
、
た
貴
位
撃
墾
っ

て
み
る
丈
け
で
あ
る
。

　
簸
れ
に
橡
下
に
用
ひ
た
（
鹿
嶋
融
宮
奥
宮
）
。
内
部
天
井
廻
橡
下
に

用
ひ
た
の
は
前
代
の
つ
・
き
で
あ
・
（
錨
寺
）
が
、
當
代

　
に
は
蝕
り
流
行
し
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。
軸
部
の
上
方

に
鐘
蓮
連
子
窓
を
用
ひ
た
例
も
あ
る
（
羅
藏
繍
饗

鱗
）
。
枢
昼
般
に
其
票
角
張
っ
て
き
た
。
糎
に
い

ろ
一
彩
色
を
し
た
り
（
輸
血
）
、
飾
金
具
を
打
つ
だ
久
翻

禦
）
し
た
の
も
あ
っ
た
が
、
連
子
子
は
殆
ん
ご
常
に
緑

で
あ
り
、
稀
に
青
漆
塗
の
も
あ
っ
平
信
懲
堂
）
、


